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ＧＨｚ帯域電界強度計の教材化
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（光るアンテナで電界速度を測る）
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　簡易な電波受信素子（以降「光るアンテナ」と記す）を作製して、携帯電話やPHSを電波発信源とする受信強度を測定することができる。これらの実験は本校科学部生徒とともに行った。その測定の工夫の変遷と、アンテナの種類による測定の例や水の影響等を実験・考察した。さらに、はんだを使わずに受信素子を作製する工夫を紹介する。デジタルマルチメータがあれば、その周辺のノイズ対策を施し電波受信強度を数値測定できる。
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　図２
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 図７
[image: image11.png]35
a0

>
zos
1420
15

10

BHET OIS RERE

4

0

100 1m 20
THIORS mm

260

e




　
　図８
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　図９
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図１０
[image: image14.png]mv

ED RAIEIE

et

40
35
30
25
20
15
1.0
05
00

A SO ERMENDT LT T EERENT

—

00

100 200 300 400
FUFFOAENSOERM  mm

50.0





　　　　　　　　　　　　　　　
図１１
<付録>
はんだなしで「光るアンテナ」を作製する。
実験室から離れて、一般教室での作製と実験も可能となる。
　　準備するもの　　作り方
ア　高輝度発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ（輝度の高いもの）
１００個　１１００円
イ　ｼｮﾄｷｰﾊﾞﾘｱﾀﾞｲｵｰﾄﾞ　
　(高周波用1SS104など)５００本　２５００円
ウ　ｱﾝﾃﾅ(被膜銅線)
エ　携帯電話(850 MHz, 1.5 GHz)、

PHS(1.9 GHz)
オ　デジタルマルチメータ
　作製は下記写真の順番に部品をつなげる。
　完成すると、結目はストローの穴にロックされ、回路は外力に強く安定に動作する。
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　今回の素子の部品は大量購入で約20円である。ＤＭＭ測定器の数が準備できれば学生実験の費用もかなり軽減できる。
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(c) 本記事を利用する場合は許可を得るための連絡をsizukayo@gol.comにください









